
　

エ
イ
、
ヤ
ァ
ー
、
面
―
―
。

　

根
雨
剣
道
教
室
に
通
う
剣
士
の
元
気
な
声

が
体
育
館
に
響
き
ま
す
。

　

黙
想
し
精
神
を
集
中
さ
せ
て
か
ら
け
い
古

を
開
始
。
約
１
時
間
半
、
休
む
こ
と
な
く
真
剣

勝
負
の
練
習
が
続
き
ま
す
。

　

同
教
室
に
通
う
小
学
生
は
、
３
月
下
旬
に
開

か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

出
場
選
手
は
「
全
国
の
強
豪
を
相
手
に
自
分

の
力
を
試
し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

同
教
室
は
、
毎
週
３
回
（
水
・
金
・
日
曜
日
）

根
雨
社
会
体
育
館
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
関
連
記
事
は
２
・
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
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３
月
下
旬
に
開
か
れ
る
「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
」「
剣
道
」
の
全
国

大
会
に
、
日
野
町
の
子
ど
も
た
ち
が
出
場
し
ま
す
。
ま
ち
か
ら
全

国
に
羽
ば
た
く
「
ひ
の
っ
子
」
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

　

３
月　

日
に
茨
城
県
水
戸
市
で
開
か
れ
る
水

28

戸
武
道
館
創
立
１
３
０
年
記
念
第　

回
全
国
選

45

抜
少
年
剣
道
錬
成
大
会
に
、
７
人
の
小
学
生
が
出

場
し
ま
す
。

　

出
場
す
る
の
は
、
根
雨
剣
道
教
室
に
通
う
小
学

生
た
ち
で
、
梅
林
和
輝
さ
ん
、
田
渕
洋
さ
ん
、
谷

内
大
樹
さ
ん
、
川
端
将
太
さ
ん
、
藤
原
一
世
さ
ん
、

木
下
成
幸
さ
ん
（
以
上
根
雨
小
６
年
）、
吉
田
智
紀

さ
ん
（
同
小
５
年
）
で
す
。

　

同
大
会
は
、
全
国
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ
た
強
豪

チ
ー
ム
（
昨
年
は
３
８
４
チ
ー
ム
が
参
加
）
が
集

ま
る
大
き
な
大
会
で
す
。

梅林和輝さん
　　（根雨小６年・金持）
　相手を揺さぶって小手
を決めたいです。まずは
１勝が目標です。

谷内大樹さん
　　（根雨小６年・濁谷）
　全国の強豪を相手に自
分の力を試したいです。
面を決めたいです。

田淵　洋さん
　　（根雨小６年・三谷）
　大会はレベルが高いの
でベストをつくし、精一
杯がんばりたいです。

安達健太さん
　（黒坂小５年・下黒坂）

　

全
国
選
抜
少
年
剣
道
錬
成
大
会
に
７
人

　

全
国
選
抜
少
年
剣
道
錬
成
大
会
に
７
人
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３
月　

日
か
ら　

日
に
千
葉
県
白
子
町
で
開

29

31

か
れ
る
第
３
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
に
、
８
人
の
小
学
生
が
出
場
し
ま
す
。

　

小
学
５
年
の
部
に
は
、
槙
原
渓
太
さ
ん
、
安
達

健
太
さ
ん
、
谷
口
優
佳
子
さ
ん
（
以
上
黒
坂
小
５

年
）、
音
田
夏
子
さ
ん
（
根
雨
小
５
年
）。
小
学
４

年
生
以
下
の
部
に
は
、
西
村
賢
人
さ
ん
、
頭
本
憲

明
さ
ん
、
小
谷
沙
世
さ
ん
（
以
上
黒
坂
小
４
年
）、

木
村
理
沙
さ
ん
（
黒
坂
小
２
年
）
が
出
場
し
ま
す
。

　

同
大
会
は
、
各
都
道
府
県
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
選
手
が
出
場
す
る
大
会
（
昨
年
は
３
０
０
組
が

参
加
）
で
す
。

川端将太さん
　　（根雨小６年・舟場）
　全国大会ということで
緊張しています。１本面
を決めて１勝したいです。

藤原一世さん
　　（根雨小６年・津地）
　まずは１回戦を突破す
ること。得意な小手をね
らっていきたいです。

木下成幸さん
　　（根雨小６年・本郷）
　試合に自分の力を出し
切り、いっしょうけんめ
いやりたいです。

吉田智紀さん
　　（根雨小５年・根雨）
　相手が上級生でも挑ん
でいきます。１回でもい
いから勝ちたいです。

木村理沙さん
　　（黒坂小２年・黒坂）
　全国大会は初めてです
が、すべての試合に勝つ
つもりでがんばります。

頭本憲明さん
　（黒坂小４年・下黒坂）
　自分からミスをしない
ことを心がけ、予選を全
勝で通過したいです。

西村賢人さん
　　（黒坂小４年・福長）
　今年は予選を全勝して
１位で予選を通過したい
です。がんばります。

音田夏子さん
　　（根雨小５年・野田）
　強い相手ばかりなので、
練習してきたことを出し
切って１勝したいです。

谷口優佳子さん
　　（黒坂小５年・黒坂）
　昨年よりもいい成績を
残したいです。サービス
エースをねらいます。

小谷沙世さん
　（黒坂小４年・小河内）
　得意なレシーブで攻め
ていきたいです。１試合
１試合がんばります。

全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に
８
人



　

日
野
町
で
は
、　

世
紀
の
ま
ち

21

づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
た
第
４

次
総
合
計
画
を
平
成　

年
３
月
に

14

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
の
目
標
に
な
る
重
要
な
も
の

で
、
そ
の
中
に
「
豊
か
な
心
を
育

て
文
化
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
項
目
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
項
目
は
、
個
性
を
尊
重
し
、

豊
か
な
心
で
心
身
と
も
に
健
康
な

人
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
「
男

女
共
同
参
画
社
会
の
確
立
」
も
重

要
な
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
社
会
環
境
が
大
き
く
変

化
し
、
女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん

で
い
ま
す
。
ま
ち
で
は
女
性
政
策

の
推
進
を
図
り
、
男
女
が
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
共
同
し
、
個
性
や
能
力

を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
の
実
現
が
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要
な
課

題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

4広報ひの

「男だから」「女だから」――。

そういう固定的な考えにとらわれていませんか。

だれもが「自分らしさ」を発揮できれば、活動の分野や視野も広

がり、人生をより豊かなものにできるでしょう。

このほど、日野町では、　男女が互いに社会の対等なパートナー

として尊重し合える社会の実現に向けて「男女共同参画プラン」

を策定しました。

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
は
ま
ち
の
重
要
な
課
題

特集　



　

日
野
町
で
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
た
め
、
目
標
や
方
法
な

ど
計
画
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
「
日
野
町
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
（
計
画
）
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
広
く
取
り

入
れ
て
い
こ
う
と
、
各
種
団
体
や

一
般
公
募
者
の　

人
を
委
嘱
し
、

12

町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月　

日
に
第
１
回
目
の

12

委
員
会
（
景
山
享
弘
委
員
長
）
を

開
き
、
約
１
か
月
に
１
回
の
ペ
ー

ス
で
計
画
の
目
的
や
内
容
、
取
り

組
み
方
法
な
ど
の
検
討
を
重
ね
ま

し
た
。
今
年
の
１
月　

日
、
５
回

23

目
の
同
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
で
計

画
の
原
案
を
ま
と
め
、
町
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
（
７
か
年
計
画
）
は

「
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
」「
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
参
画
で

き
る
」「
少
子
・
高
齢
化
に
対
応
」

「
安
心
し
て
働
け
る
」
の
４
つ
を

基
本
目
標
に
、
一
人
ひ
と
り
が
自

分
ら
し
く
輝
い
て
い
け
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
、
女
性
の
社
会
参
加
を
支

援
す
る
た
め
、
広
報
啓
発
活
動
、

学
習
機
会
の
提
供
、
リ
ー
ダ
ー
・

団
体
養
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
に
対
す
る
暴
力

（
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
な
ど
の
相
談
体
制
を
充
実
、

子
育
て
・
介
護
支
援
体
制
な
ど
の

整
備
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
２
月
に
実
施
し
た
住
民
意

識
調
査
（
町
内
在
住　

歳
以
上
の

18

男
女
無
作
為
抽
出
）
の
結
果
を
見

る
と
「
男
は
外
で
働
き
、
女
は
家

庭
を
守
る
」
と
い
う
考
え
方
に
つ

い
て
、
賛
成
意
見
が　

・
３
㌫
、

30

反
対
意
見
が　

・
６
㌫
、
ど
ち
ら

35

と
も
い
え
な
い
が　

・
７
㌫
と
い

32

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
事
の
準
備
、
洗
濯
、

買
い
物
、
掃
除
な
ど
家
庭
内
の
役

割
に
つ
い
て
、　

㌫
以
上
の
女
性

70

が
主
に
担
当
し
て
い
る
ま
た
は

半
々
で
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が

出
ま
し
た
。

　
「
男
女
共
同
参
画
」と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
て
も
、
現
実
は
、
家

事
や
育
児
な
ど
家
庭
の
こ
と
は
、

女
性
が
担
当
す
る
と
い
う
性
別
的

役
割
分
担
の
意
識
が
強
く
、
家
事

を
す
る
男
性
は
、
ま
だ
少
数
だ
と

い
う
こ
と
が
意
識
調
査
か
ら
う
か

が
え
ま
す
。

　

世
の
中
に
は
、
男
性
と
女
性
の

考
え
方
で
「
男
ら
し
く
、
女
ら
し

く
」
と
い
う
生
物
学
的
な
性
で
は

な
い
、
社
会
・
文
化
的
な
性
（
ジ
ェ

ン
ダ
ー
）
が
あ
り
ま
す
。

　
「
男
ら
し
く
、
女
ら
し
く
」
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

親
の
価
値
観
で
、
子
ど
も
の
行
動

や
考
え
方
を
制
限
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
そ
う
し
た
価
値
観
の
押
し
つ

け
は
、
自
由
な
考
え
や
個
性
、
発

想
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

男
女
が
互
い
に
、
社
会
の
対
等

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
尊
重
し
合

い
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
う

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
実
現

し
て
い
く
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

　

だ
れ
も
が
自
分
ら
し
さ
を
十
分

に
発
揮
で
き
れ
ば
、
活
動
の
分
野

や
視
野
も
広
が
っ
て
き
ま
す
。
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
こ
れ
か
ら
の
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

5 広報ひの

プ
ラ
ン
策
定
委
員
が

　

じ
っ
く
り
内
容
を
検
討

女
性
の
社
会
参
加
を
支
援

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く

男
ら
し
く
、
女
ら
し
く
―
―
。

ど
ん
な
意
味
で
し
ょ
う
か

プラン策定の目的や内容を一つずつ検討する委員ら

家
事
分
担
の
７
割
超
が
女
性

　
　
　
　

住
民
意
識
調
査
よ
り

男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う

委員会をまとめる景山さん

「男は外で働き、女は家庭を守る」という考え方について

賛成　7.7％

どちらかと
    いえば賛成
     22.6％

     どちらかと
   いえば反対
　12.5％

無回答　14.4％

１日（平日）の家事労働時間

反対
23.1％

30 分～
1時間未満
      18.9％

30 分未満
30.0％

ぜんぜんしない
20.0％

1 時間～
2時間未満
     16.7％

2 時間以上
   13.3％

無回答 1.1％ぜんぜんしない　1.7％

30 分未満 4.3％

30 分～ 1時間
未満 10.4％

2 時間以上
   59.1％

無回答 1.0％

 女 男
 16  9 20 代

 18  9 30 代
 17 13 40 代
 18 14 50 代
 22 20 60 代
 22 25 70 代以上

グラ データ（人）

女性 男性



　

４
年
に
１
度
の
「
う
る
う
年
」
に
地

域
の
親
睦
を
図
ろ
う
と
、
２
月　

日
、

29

安
原
地
区
「
う
る
う
こ
う
」
が
、
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ひ
の（
下
榎
）で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
地
域
の
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
約　

人
が
集
ま
り
、
福
引
や

60

カ
ラ
オ
ケ
、
花
笠
音
頭
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
余
興
に
楽
し
い
時
間
を
過
し
ま
し
た
。

　
「
う
る
う
こ
う
」
は
、
当
家
（
今
年
は

瀬
田
一
志
さ
ん
、
瀬
田
精
豪
さ
ん
）
の

呼
び
か
け
で
４
年
に
１
度
の
う
る
う
年

に
開
か
れ
る
親
睦
会
で
、
同
地
区
で
は
、

大
正
６
年
か
ら
１
度
も
欠
か
さ
ず
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
「
４
年
に
１
度
し
か
な
い

け
れ
ど
、
全
員
が
集
ま
っ
て
顔
を
合
わ

せ
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

以
前
は
上
下
２
つ
の
地
区
で
催
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
前
回
（
平
成　

年
）

12

か
ら
安
原
全
体
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
正
時
代
か
ら
の
様
子
が
書
か

れ
た
つ
づ
り
が
大
切
に
受
け
継
が
れ
、

今
年
も
そ
の
様
子
が
つ
づ
ら
れ
ま
す
。

４
年
に
１
度
の
大
宴
会

　

安
原
地
区
で
「
う
る
う
こ
う
」

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ａ
　
Ｎ
Ｏ
　
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ
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自
分
た
ち
が
住
む
地
域
の
自
然

環
境
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
、
３

月
７
日
、
環
境
を
考
え
る
講
演
会

（
黒
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
協
議
会

主
催
）
が
町
公
民
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

講
演
会
に
は
町
内
か
ら
約　

人
40

が
参
加
。
日
野
総
合
事
務
所
福
祉

保
健
局
職
員
丸
山
栄
人
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、
水
質
や
大
気
汚
染
の

原
因
な
ど
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
犬
猫

の
フ
ン
公
害
な
ど
に
つ
い
て
積
極

的
な
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
環
境
部
長
の
後
藤
長

寿
さ
ん
は
「
環
境
に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
、
今
後
の
生
活
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ケ
ー
キ
づ
く
り
に
挑
戦
し
よ
う
と
、
３
月
６

日
、
お
菓
子
づ
く
り
教
室
（
町
子
ど
も
週
末
活
動

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
）が
町
公
民

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た　

人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
パ
ウ
ン

31

ド
ケ
ー
キ
と
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
作
る
組
に
分

か
れ
て
作
業
を
開
始
。
ケ
ー
キ
が
焼
き
あ
が
る

と
甘
い
臭
い
が
部
屋
中
に
漂
い「
う
ま
く
で
き
た

か
な
」な
ど
と
言
い
な
が
ら
一
足
先
に
味
見
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

生
ク
リ
ー
ム
を
塗
る
作
業
は
、
下
級
生
の
担

当
で
、
思
い
思
い
に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。
で

き
あ
が
っ
た
ケ
ー
キ
は
全
員
で
食
べ
ま
し
た
。

「じょうずにできたかな」味見をする子どもたち

手づくりケーキの味は最高
　　町公民館でお菓子づくり教室

　

体
を
積
極
的
に
動
か
し
て
健
康
な
体
づ

く
り
を
目
指
そ
う
と
、
２
月
４
日
・　

日
、

25

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
日
野
中
学
校
体

育
館
で
開
き
ま
し
た
。

　

教
室
に
参
加
し
た
延　

人
は
、
体
育
指

50

導
委
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
大
き
な

ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
合
う
「
キ
ン
ボ
ー

ル
」
や
氷
上
ス
ポ
ー
ツ
の
カ
ー
リ
ン
グ
の
室

内
版
「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」
な
ど
に
挑
戦
。
ど

の
種
目
も
年
齢
に
関
係
な
く
、
気
軽
に
楽

し
め
る
と
あ
っ
て
教
室
は
大
好
評
で
し
た
。

楽しい運動でさわやかな汗
ニュースポーツ教室

恵
ま
れ
た
自
然
を

残
し
て
い
こ
う

真剣に話しを聞く参加者

　
　

環
境
を
考
え
る
講
演
会

４年ぶりの宴会に盛り上がる会場

　　大人気の楽しいキンボール



　

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
も
っ

と
み
ん
な
で
考
え
よ
う
と
、
３
月

６
日
、
野
田
地
区
（
山
脇
勉
自
治

会
長
）
で
、
野
田
地
区
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
地
区
の
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
約　

人
が
参
加
。

50

予
定
で
は
外
に
出
か
け
、
探
索
地

図
を
作
り
な
が
ら
地
域
の
課
題
や

魅
力
を
探
索
し
よ
う
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
悪
天
候
の
た
め
、
野
田

み
ち
く
さ
の
館
を
会
場
に
、
室
内

で
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
人
が
集
ま
る
も
の
」

「
自
然
ま
る
ご
と
」「
自
慢
で
る
も

の
」「
未
来
に
残
し
た
い
も
の
」
の

４
班
に
分
か
れ
、
年
代
を
超
え
て

積
極
的
に
意
見
を
出
し
合
っ
て
い

ま
し
た
。

　

全
体
発
表
で
は
、
各
班
が
意
見

を
ま
と
め
「
河
川
整
備
を
し
て
散

策
道
を
作
っ
て
み
て
は
」「
世
代
を

超
え
た
体
験
学
習
を
し
て
い
き
た

い
」「
地
域
の
歴
史
の
掘
り
起
す
に

は
、
み
ん
な
で
学
習
す
る
必
要
が

あ
る
」
な
ど
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
自
分
た

ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
改
め
て

見
つ
め
直
し
、
地
域

全
体
で
問
題
や
課
題

を
見
つ
け
出
す
方
法

で
す
。

　

住
み
よ
い
地
域
に

す
る
に
は
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
話
し

合
い
、
み
ん
な
で
そ

の
方
法
を
考
え
て
い

く
取
り
組
み
で
、
野

田
地
区
で
は
、
平
成

　

年　

月
に
第
１
回

14

１１

目
を
開
き
、
今
回
で

３
回
目
の
話
し
合
い

に
な
り
ま
し
た
。

広報ひの

地
域
の
問
題
や
課
題
を
考
え
る

　
　
　
　
　

野
田
地
区
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く

　

日
野
郡
の
観
光
資
源
を
掘
り

起
し
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
考
え
よ
う
と
、
２
月　

日
、
ひ

28

の
ぐ
ん
の
魅
力
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
日
野
町
支
所

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
日
野

郡
内
か
ら
約　

人
が
参
加
。
郡

80

内
の
自
然
や
観
光
資
源
を
見
直

し
、
そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
昨
年　

月
に
催
さ

１１

れ
た
地
元
魅
力
再
発
見
ツ
ア
ー

の
報
告
が
あ
り
、
ツ
ア
ー
参
加

者
か
ら
「
身
近
な
観
光

資
源
を
知
れ
て
良
か
っ

た
が
、
そ
れ
を
ど
う
活

用
し
て
い
く
か
が
今
後

の
課
題
で
あ
る
」
な
ど

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
「
観
光
に

よ
る
元
気
な
日
野
郡
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
意
見
交
換
会
で
は
、

日
野
町
か
ら
石
田
茂
雄

さ
ん
（
黒
坂
）
が
司
会
役
、

森
田
順
子
さ
ん
（
根
雨
）

が
取
り
組
み
を
報
告
、

勝
瀬
節
雄
さ
ん
（
根
雨
）

が
意
見
集
約
役
と
し
て

出
演
し
ま
し
た
。

　

森
田
さ
ん
は
、
オ
シ
ド
リ
グ

ル
ー
プ
を
代
表
し
て「
親
切
な
案

内
人
が
い
な
け
れ
ば
、
感
動
を

与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
案
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
が
大
切
な

課
題
で
す
。
今
後
も
オ
シ
ド
リ

を
通
じ
て
全
国
の
人
々
と
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
」と
話

し
、
勝
瀬
さ
ん
が
「
今
の
観
光
施

設
は
点
。
そ
れ
を
線
で
結
ん
で

い
く
こ
と
が
日
野
郡
全
体
の
活

性
に
つ
な
が
る
の
で
は
」と
全
体

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

生
活
の
中
に
あ
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い

て
考
え
よ
う
と
、
３
月
８

日
、
上
本
郷
地
区
の
小
地

域
座
談
会
が
上
本
郷
公
民

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
約　

人
は
、

15

暮
ら
し
の
中
の
人
権
に
つ

い
て
話
し
合
い
「
人
と
人

と
の
関
係
は
、
家
庭
や
地

域
か
ら
始
ま
る
。
一
つ
の

輪
に
な
る
こ
と
が
大
切
で

は
」
な
ど
と
積
極
的
に
意

見
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
地
域
座
談
会
（
町
人

権
・
同
和
推
進
協
議
会
主

催
）
は
、
人
権
を
大
切
に
し

た
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
よ
う
と
、
毎
年
、
町

内
全
地
域
で
の
実
施
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　　　　　一人ひとりが輝けるまちに 　

各
地
区
で
小
地
域
座
談
会

地
域
の
観
光
資
源
を
見
直
そ
う

　
　
　
      　
　
　

ひ
の
ぐ
ん
の
魅
力
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

各班ごとに問題点や課題について話し合う

まちの魅力について熱く語るパネラーたち

人権について一人ひとりが考える



　

国
民
年
金
は
、
一
人
ひ
と
り
の

老
後
の
生
活
を
支
え
て
い
く
大
切

な
制
度
で
す
。

　
　

歳
か
ら　

歳
に
な
る
ま
で
の

20

60

す
べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
平
成　

年
度
の
保

16

険
料
は
、
月
額
１
万
３
３
０
０
円

（
前
年
と
同
金
額
）
で
、
年
金
受

給
額
を
増
額
し
た
い
人
は
付
加
保

険
料
４
０
０
円
を
上
乗
せ
し
た
金

額（
月
額
１
万
３
７
０
０
円
）で
す
。

　

ま
た
、
毎
月
納
め
る
方
法
と
１

年
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
払
う

全
額
前
納
、「
４
月
か
ら
９
月
」

「　

月
か
ら
３
月
」
の
年
２
回
に

10
分
け
て
支
払
う
方
法（
半
年
前
納
）

が
あ
り
ま
す
。
前
納
す
る
と
保
険

料
の
割
引
き
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
、
将
来
年
金
が
減
額
さ

れ
た
り
、
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
将
来

の
生
活
を
安
心
に
す
る
た
め
、
保

険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

経
済
的
な
理
由
で
、
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
人
は
、
保
険

料
免
除
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
手

続
き
等
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
ふ

れ
あ
い
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

　

学
生
で
も　

歳
に
な
る
と
国
民

20

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

年
収
が
一
定
以
下
の
学
生
は
免
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
※
卒
業
後　
10

年
以
内
に
追
納
す
る
と
、
老
後
の

生
活
を
保
障
す
る
老
齢
基
礎
年
金

が
満
額
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

申
請
は
、
印
鑑
、
年
金
手
帳
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
（
コ

ピ
ー
可
）
を
持
参
し
、
役
場
住
民

ふ
れ
あ
い
課
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

毎
月
第
２
木
曜
日
に
年
金
相
談

を
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
い
て

い
ま
す
。
年
金
の
制
度
や
手
続
き

方
法
な
ど
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】　

米
子
社
会
保
険

事
務
所
（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
34

６
１
１
１
）
ま
た
は
役
場
住
民
ふ

れ
あ
い
課
（
電
話　

‐
０
３
３
３
）
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8広報ひの

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
保
険
料

 半年前納保険料 全額前納保険料      月       額　保 険 料

          79,150 円

     650 円の割引

         156,770 円

  2,830 円の割引

          13,300 円

 年間 159,600 円
 定額保険料

          81,530 円

     670 円の割引

         161,480 円

  2,920 円の割引

          13,700 円

 年間 164,400 円
 付加保険料

※保険料をまとめて納めると、割引きもあり毎月納める手間が
　省けます。全額前納の納期限は、４月 30 日（金）までです。

平成 年度の国民年金保険料

　

こ
の
た
び
、
機
能
訓
練
事
業
な

ど
参
加
者
の
送
迎
に
活
用
し
よ
う

と
、
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
保

健
活
動
車
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

生
活
リ
ハ
ビ
リ
教
室
な
ど
の
参

加
者
が
増
え
た
た
め
、
参
加
者
の

利
便
性
を
考
え
、
県
の
助
成
な
ど

を
受
け
て
購
入
し
ま
し
た
。

　

車
は
、
高
齢
者
で
も
乗
り
降
り

が
し
や
す
く
、
荷
物
も
多
く
積
め

る
便
利
な
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
介
護
予
防
事
業
な
ど
の
高

齢
者
福
祉
活
動
に
活
用
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
犯

罪
か
ら
守
ろ
う
と
、

２
月　

日
、
黒
坂
警

24

察
署
が
町
内
小
学
校

に
防
犯
用
ホ
イ
ッ
ス

ル
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

ホ
イ
ッ
ス
ル
は
、

根
雨
・
黒
坂

小
学
校
の
全

校
児
童
に
配

ら
れ
、
児
童

た
ち
は
カ
バ

ン
な
ど
に
つ

け
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は

「
身
の
危
険

を
感
じ
た
と
き
は
、
思
い
っ
き
り

ホ
イ
ッ
ス
ル
を
吹
い
て
周
り
の
人

に
知
ら
せ
る
よ
う
に
」
と
子
ど
も

た
ち
に
指
導
し
て
い
ま
す
の
で
、

ホ
イ
ッ
ス
ル
の
音
が
聞
こ
え
た
ら
、

協
力
し
合
っ
て
子
ど
も
た
ち
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

機能訓練事業の送迎などに使います

生
活
リ
ハ
ビ
リ
教
室
な
ど
の
送
迎
に
活
用

　
   
保
健
活
動
車
を
購
入

危険なときは鳴らします
黒坂警察署が小学校に防犯ホイッスルを寄付

ホイッスルの音は危険信号



9 広報ひの

　日野町役場の公式ホームページが、３月１８日から新しくなり

内容も充実しました。

　新しいアドレスは、http://www.town.hino.tottori.jp/で「く

らし」や「健康・福祉」などコーナーが増えたほか、意見交換の

場「掲示板」、だれでも写真が投稿できる「ひの写真館」、暮らし

に役立つ「便利帳」、催し案内がメールで届く「メール会員」、オ

シドリの動画が見れるなど楽しい内容になっています。

　皆さんのアクセスをお待ちしています。

　なお、ホームページは、パソコンなどからインターネットを経

由して見ることができます。

【問合せ先】　役場企画振興課（電話７２－０３３２）

http://www.town.hino.tottori.jp/

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、

４
月
６
日
（
火
）
か
ら
４
月　

日
15

（
木
）
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
「
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の
基

本
に
「
自
転
車
の
安
全
利
用
」

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
」

を
重
点
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故
の
な
い
明

る
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

寝
た
き
り
の
原
因
と
な
る
骨
折

や
転
倒
を
防
ぐ「
ぽ
か
ぽ
か
教
室
」

の
希
望
者
（
団
体
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
、
各
自
治
会

な
ど
の
団
体

　

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る

楽
し
い
運
動
で
す
。

　

各
団
体
の

希
望
の
場
所

　

年
２
回

（
半
年
に
約
１
回

程
度
）

　

相
談
に
よ
り
調
整

　

４
月　

日
（
金
）
ま
で

30

　

町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
（
電
話　

‐
１
８
５
２
）

72

事
故
の
な
い
ま
ち
に

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

転
倒
骨
折
を
防
ご
う

ぽ
か
ぽ
か
教
室
希
望
者
募
集

アドレスは

４
めざそう循環型社会

●
生
ゴ
ミ
な
ど
は
、
水
切
り
を
十
分

に
し
て
重
さ　

キ
ロ
グ
ラ
ム
以
内

10

に
し
て
く
だ
さ
い
。

●●
袋
に
入
ら
な
い
も
の
は　

セ
ン

60

チ
以
内
に
し
ば
り
、
小
物
シ
ー
ル

（　

枚
つ
づ
り
で
３
０
０
円
）
を

10
貼
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
紙
お
む
つ
は
汚
物
を
取
り
除
き
、

１
度
に　

枚
程
度
を
他
の
ゴ
ミ
と

10

い
っ
し
ょ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
草
取
り
の
土
は
、
よ
く
払
っ
て
草

を
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
出
し
て
く
だ

さ
い
。

収
集
日
を
増
や
し
ま
し
た

　

平
成　

年
度
は
国
民
の
祝
日
の

16

う
ち
、
４
月　

日
（
み
ど
り
の
日
）
、
７

29

月　

日
（
海
の
日
）
、
９
月　

日
（
秋
分

20

23

の
日
）
は
、
休
ま
ず
収
集
し
ま
す
。

　カレンダーは、自治会を通じて各家庭に配布してい

ます。まだ残部がありますので、ほかに必要な方は役

場地域整備課か黒坂支所までお出かけください。

　カレンダーには、ゴミの分別の仕方など詳しく載せ

ていますので、よく読んで参考にしてください。

　

今
月
は
「
可
燃
ゴ
ミ
の
出

し
方
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

収
集
日
の
朝
８
時
ま
で
に
、

き
ち
ん
と
分
別
し
て
出
し
ま

し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト

ゴミを
減ら
そう

VOL.



TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

E-mail  hinolib@infosakyu.ne.jp

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

10広報ひの

　
「
舞
台
は
こ
う
し
て
作
ら
れ
る
」

を
テ
ー
マ
に
舞
台
技
術
を
学
ぶ
、

ホ
ー
ル
舞
台
技
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
を
、
２
月　

日
か
ら　

日
の

25

27

３
日
間
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
で
開
き
ま
し
た
。

　

講
座
に
は
、
３
日
間
で
延
べ　
21

人
が
参
加
。
境
港
市
文
化
振
興
財

団
の
角
本
豊
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

照
明
、
音
響
な
ど
の
基
礎
や
大
小

道
具
づ
く
り
、
機
材
操
作

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
座
の
最
終
日

に
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
想

定
し
た
音
響
や
照
明
準
備

の
実
演
が
あ
り
、
開
演
か

ら
終
演
ま
で
の
舞
台
の
流

れ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
め
っ
た
に

見
ら
れ
な
い
舞
台
裏
を

知
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
今
度
は
、
ホ
ー
ル
の

催
し
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
て
み
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▽
琴
名
流
大
正
琴 
曄 
の
会
演
奏
会

よ
う

　

４
月　

日
（
日
）

11

　

開
場
＝
正
午

　

開
演
＝
午
後　

時　

分

12

30

　

入
場
料
＝
無
料

※
桂
小
文
吾
師
に
よ
る
落
語
も
あ

り
ま
す
。

▽
ア
ニ
メ
上
映「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」

　

４
月　

日
（
土
）
２
回
上
映

17

▽
布
絵
本
づ
く
り

　

４
月　

日
（
月
）
午
後
１
時
～

12

▽
木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

　

４
月　

日
（
日
）
午
前
９
時
～

11

▽
お
は
な
し
会

　

４
月　

日
（
土
）
午
前　

時
～

24

11

〇印が休館日です

展示コーナー

カレンダー

図書館情報

第 47 回県美術展覧会（県展）

入選作品展（日本画・洋画・工芸・写真）

４ /７（水）～４ /２８（水）

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://ascpcenter.infosakyu.ne.jp/ilis/top.htm

                                         

めん

　
　
　

ホ
ー
ル
舞
台
技
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
は
大
好
評

本番さながらのステージづくりに挑戦する参加者

  
上
映
時
間

　

①
午
前　

時　

分
～

10

30

　

②
午
後
１
時　

分
～

30

  
料
金

　

大
人
＝
１
３
０
０
円

　

小
人
＝
８
０
０
円

　

親
子
ペ
ア
＝
２
０
０
０
円



 行政相談　開発センター　午前９時～午前１２時土 １７木 １

日 １８金 ２
 古紙の収集日（黒坂・菅福地区）月 １９土 ３
 犬の登録・狂犬病予防接種

 （日程は３月５日おしらせ版に掲載）
日 ４

 すくすく親子教室　開発センター

 午前９時 30 分～　内容：ジェンダーについて
火 ２０ 不燃・資源ゴミの収集日（黒坂・菅福地区）月 ５
 犬の登録・狂犬病予防接種

 （日程は３月５日おしらせ版に掲載）

 心配ごと相談、子育て・高齢者生活相談　

 開発センター・ 老人福祉センター　午前９時～午後３時

 発泡スチロール・電池の収集日（７班）水 ２１ 人権相談　開発センター　午後１時～午後３時

 犬の登録・狂犬病予防接種

 （日程は３月５日おしらせ版に掲載）
 健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時

 発泡スチロール・電池の収集日（８班）木 ２２火 ６
 不要犬・猫引取り日　日野保健所 発泡スチロール・電池の収集日（１班）水 ７
 発泡スチロール・電池の収集日（９班）金 ２３ 発泡スチロール・電池の収集日（２班）木 ８

土 ２４ 年金相談　開発センター　午前 10 時～午後２時

 開発センター休館日日 ２５ 不要犬・猫引取り日　日野保健所

 古紙の収集日（根雨・日野地区）月 ２６ 発泡スチロール・電池の収集日（３班）金 ９
 １歳６か月・２歳児健診　開発センター

 受付：午後１時１５分～午後１時３０分
火 ２７

 ポリオ予防接種　開発センター

 受付：午後１時１５分～午後１時３０分

水 ２８土 １０
 可燃ゴミは通常どおり収集します（みどりの日）木 ２９

 第２１回鳥取県カヌー選手権大会　下榎（日野川）

 開発センター休館日
日 １１

 宝仏山道山開き

 町歴史民俗資料館前　午前８時 30 分集合
 不燃・資源ゴミの収集日（根雨・日野地区）月 １２

 泥リンピック・キックベースボール大会

 津地地内　午前１０時～

 乳幼児相談　開発センター

 受付：午後１時１５分～午後１時３０分
火 １３

 軽自動車税の納期限日金 ３０ 発泡スチロール・電池の収集日（４班）水 １４
 発泡スチロール・電池の収集日（５班）木 １５
 発泡スチロール・電池の収集日（６班）金 １６

ＡＰＲＩＬ（卯月）

72‐0334健康福祉課72‐0333住民ふれあい課72‐0332企画振興課72‐0331総務課
72‐2105出納室74‐0211黒坂支所72‐2102農林課72‐2101地域整備課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所74‐0212公民館72‐2555福祉センター72‐1167給食センター
72‐0331夜間・休日74‐0225黒坂保育所72‐1133日野保育所72‐0238根雨保育所

月

直
通
電
話

広報ひの

鳥取ＮＯＷ　ＮＯ .６１発売中
　鳥取県の魅力がたくさんの情報誌
【特集】鳥取環境大学ほか　■１冊３００円　
　書店または役場企画振興課で購入できます。



届
出　

２
月　

日
～
３
月　

日   
敬
称
略

11

10

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
（
保
護
者
）　
（
性
別
）（
住
所
）

２
月
宮
田　

健
生　
誠
一
・
千
津　

男
の
子　

本
郷

山
室　

快
莉　
博
和
・
知
子　

男
の
子　

下
榎

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
         　
（
年
齢
）　
  
（
住
所
）

２
月
森
田
美
恵
子　
　
　

歳　
　

根
雨

87

瀨
田　
　

勇　
　
　

歳　
　

安
原

91

山
縣
ま
さ
子　
　
　

歳　
　

久
住

86

３
月
安
達　

勝
己　
　
　

歳　
　

下
菅

46

　

観
察
小
屋
近
く
の
サ
ン
シ
ュ
ウ

の
花
が
咲
い
て
、
い
よ
い
よ
北
帰

行
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
オ
シ

ド
リ
の
数
も
、
観
察
に
訪
れ
る
人

の
数
も
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
野
町
の
オ
シ
ド
リ
は
、
そ
の

名
を
全
国
各
地
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
す
。

連
絡
先   
オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　

森
田
（　

‐
０
２
７
１
）

72

「
ぼ
く
大
き
い
で
し
ょ
」

　
　

撮
影　

辻
本
宗
範
さ
ん
（
京
都
市
）

編
集
後
記
▼

　

い
よ
い
よ
北
へ

わたしの町
２月２９日現在

人　口    4,450 人（-6）

男　性    2,101 人（-2）

女　性    2,349 人（-4）

世帯数    1,566 戸（+1）

（前月比）

12広報ひの

　

料
理
づ
く
り
を
通
じ
て
親

睦
を
図
ろ
う
と
、
２
月　

日
、

29

舟
場
自
治
会
料
理
教
室（
佐
々

木
俊
雄
自
治
会
長
）
が
、
舟
場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
地
域
の
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で　

人
が
参
加
。

40

地
産
地
消
を
進
め
よ
う
と
、

ソ
バ
を
使
っ
た
豆
腐
や
鮭
ず

し
な
ど
８
種
類
の
料
理
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
　

人
分
の
料
理
を
作
る
と

40
あ
っ
て
材
料
の
量
も
た
く
さ

ん
。
調
理
場
は
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
活
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
冗
談
や
日
常

会
話
に
華
を
咲
か
せ「
み
ん
な

で
作
る
と
楽
し
い
で
す
」な
ど

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
料
理
は
、

昼
に
同
セ
ン
タ
ー
で
食
べ
て
、

互
い
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

同
地
区
公
民
館
長
の
柳
瀬

清
治
さ
ん
は「
み
ん
な
が
集
ま

る
と
活
気
づ
く
。
今
後
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
野
町
に
飛
来
す
る
オ

シ
ド
リ
を
見
に
、
観
察
小
屋

（
日
野
川
近
く
）
を
訪
れ
る

来
観
者
が
、
２
月　

日
、
１

27

万
５
千
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

記
念
の
来
観
者
は
、
小
笹

紀
子
さ
ん
（
米
子
市
）
で
、
前

後
の
２
人
と
と
も
に
、
オ
シ

ド
リ
グ
ル
ー
プ
（
池
岡
幸
三

代
表
）
か
ら
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

小
笹
さ
ん
は
「
オ
シ
ド
リ

の
か
わ
い
ら
し
い
姿
が
心

を
い
や
し
て
く
れ
ま
す
。

友
人
を
連
れ
て
ま
た
来
た

い
で
す
」
と
話
し
、
案
内
役

を
務
め
る
同
グ
ル
ー
プ
の

森
田
順
子
さ
ん
（
根
雨
）
は

「
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
オ
シ
ド

リ
も
来
観
者
数
も
最
高
で

す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

オ
シ
ド
リ
観
察
は
、　

月
11

か
ら
翌
年
３
月
末
ま
で
の

約
５
か
月
間
。
来
観
者
は

年
々
増
え
、
昨
シ
ー
ズ
ン
は

約
１
万
２
千
人
を
超
え
ま

し
た
。
今
年
は
、
多
い
日
で

１
日
に
５
百
人
と
い
う
日

が
あ
る
な
ど
約
１
万
８
千

人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

「分量はこのくらいかな」料理づくりに楽しい時間を過す参加者たち

オシドリの観察１万５千人
今シーズンもにぎわうオシドリ観察小屋

　
　
　
　
　

来観者１万５千人目に喜びの小笹さん（右から２人目）


